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論 文 内 容 の 要 旨
本研究は，上顎前歯部に重度の叢生maxillary anterior crowding（以下，MxAC）を伴うAngle Ⅰ級成人女性患者
の頭蓋顔面形態の特徴を明らかにすることを目的とした。上顎歯列弓に適合した四次多項式曲線を基準として，両側の
犬歯と側切歯の転位量を評価して選択したMxAC群（平均年齢 ２３．３±３．８歳）と，正常咬合とバランスのとれた側貌
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